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スライド1-1 

 

• これは、岩手県調査統計課による平成20年10月1日推計人口を用いた、平
成20年の岩手県の人口ピラミッドです。 

• 男女ともに55～59歳が最も多く、第1次ベビーブームに出生した世代をピー
クに、それ以降の年代は減少しています。 
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スライド1-2 

 

• 平成26年10月1日推計人口を用いた、平成26年の岩手県の人口ピラミッドです。 

• 最も人口の多い第1次ベビーブームに出生した世代が60歳代となっています。 

• 0～14歳までの年少人口は、平成20年に比べてさらに減少しています。 
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スライド1-3 

 

• これは、国立社会保障・人口問題研究所が作成した、日本の地域別将来推計
人口（平成25年3月推計）を用いた平成37年の岩手県の人口ピラミッドです。 

• およそ10年後には、現在よりも65歳以上の老年人口の割合が増え、15歳～64

歳までの生産人口と0歳～14歳までの年少人口の割合が減少することが予想さ
れます。 

 

 

⇒ 次回につづきます。 
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スライド1-4 

 

• これは、平成26年人口動態統計を用いて算出した、平成26年主要死因別割
合です。 

• 全国の死因順位が、「１位：悪性新生物」「２位：心疾患」「３位：肺炎」に対して、
岩手県は、「1位：悪性新生物」「２位：心疾患」「３位：脳血管疾患」であり、平成
23年以降、３位の死因に違いが見られます。 
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スライド1-5 

 

• 平成26年の全国及び岩手県の人口と死亡数を用いて標準化死亡比を算出
し、レーダーチャートで表しました。 

• （※平成26年の全国の５歳階級別人口と５歳階級別死因別死亡数、岩手県
の５歳階級別人口と死因別死亡数を用いて、岩手県環境保健研究センター
で算出したものです。） 

• 全国の死亡割合を100として、それより大きい数字は「全国より悪い」、小さい
数字は「全国より良い」ことを意味します。 

• 岩手県は男女ともに「脳血管疾患」と「自殺」が特に悪い状況にあり、課題と
なっています。 

 

⇒ 次回につづきます。 
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スライド1-6 

 

• 人口動態統計を用いて、悪性新生物の粗死亡率（人口10万対）を都道府
県別に高率順位にならべたものです。 

• 岩手県は、平成22年以降、ワースト11位～14位の間に位置しています。 
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スライド1-7 

 

• 人口動態統計を用いて、心疾患の粗死亡率（人口10万対）を都道府県別
に高率順位にならべたものです。 

• 岩手県は、平成22年以降、ワースト４位～６位の間に位置しています。 
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スライド1-8 

 

• 人口動態統計を用いて、脳血管疾患の粗死亡率（人口10万対）を都道府県
別に高率順位にならべたものです。 

• 岩手県は、平成22年以降、ワースト１位又は２位に位置しており、全国平均の
約2倍の高率となっています。 

 

⇒ 次回につづきます。 
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スライド1-9 

 

• 昭和６０年モデル人口を用いて、男性の悪性新生物、心疾患、脳血管疾患の
年齢調整死亡率を算出したものです。 

• 平成７年以降、３疾患とも穏やかな低下傾向にありますが、心疾患は平成２２年
以降、横ばいとなっています。 
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スライド1-10 

 

• 昭和６０年モデル人口を用いて、女性の悪性新生物、心疾患、脳血管疾患の
年齢調整死亡率を算出したものです。 

• 平成７年から平成１６年まで、３疾患とも低下しましたが、それ以降は大きな変化
がなく、横ばいとなっています。 

 

 

⇒ 次回につづきます。 
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スライド1-11 

 

• 男性の脳血管疾患の年齢調整死亡率を、５年毎に国が公表する「都道府県別
年齢調整死亡率」を用いて、ワースト順にならべたものです。 

• 岩手県は、平成２２年にワースト１位になっています。 

• 昭和３５年からの年齢調整死亡率の年次推移をみると低下していますが、平成
７年以降、全国よりも低下の仕方が緩やかとなっています。 
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スライド1-12 

 

• 女性の脳血管疾患の年齢調整死亡率を、５年毎に国が公表する「都道府県
別年齢調整死亡率」を用いて、ワースト順にならべたものです。 

• 岩手県は、平成２２年にワースト１位になっています。 

• 昭和３５年からの年齢調整死亡率の年次推移をみると低下していますが、平
成７年以降、全国よりも低下の仕方が緩やかです。 
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スライド1-13 

 

• 平成２２年の脳血管疾患病類別年齢調整死亡率を、都道府県別に高率順に
ならべたものです。 

• 男性は、脳内出血と脳梗塞でワースト１位となっており、ベスト１の県の約２倍
の死亡率となっています。 

• 年齢階級別にみると、５５～５９歳から急に死亡率が高くなっています。 

• 女性は、脳内出血がワースト１位で、ベスト１の県の約３倍の死亡率です。 

• 年齢階級別にみると、７５～７９歳から急に死亡率が高くなっています。 

 

  「人口動態統計」については以上です。 

 

⇒ 次回からは新シリーズ 

  「生活習慣アンケート等集計結果（妊婦・幼児・児童・生徒）」です。 


